
〔書
評
〕

著
者
は

「あ
と
が
き
」
に

「近
年
、
文
学
の
研
究
方
法
は
著
し
い
変
化
を

見
た
。
然
し
そ
れ
に
気
を
奪
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
最
早
傘
寿
を
迎
え
た

わ
た
く
し
は
わ
た
く
し
の
方
法
を
貫
き
通
す
以
外
に
な
い
」
と
述
懐
す
る
。

ロ
ラ
ン

・
バ
ル
ト
の

「作
者
は
死
ん
だ
」
、
ミ
シ
ェ
ル

・
フ
ー
コ
ー
の

「作
者
と
は
何
か
」
を
は
じ
め
、
脱
構
築
批
評
、
読
者
反
応
批
評
、
神
話
的

元
型
的
批
評
、
構
造
主
義
的
批
評
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批

評
、
文
化
批
評
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
、
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
家

の
現
代
批
評
理
論
が
現
れ
、
こ
れ
に
科
学
史
家
ト
ー
マ
ス

・
ク
ー
ン
の

「
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
説
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
文
学
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

が
叫
ば
れ
て
か
ら
既
に
久
し
い
。
あ
れ
は
現
代
の
思
想
界
全
体
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
転
換
が
、
文
学
研
究
に
も
及
ん
だ
余
波
の

一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
。

冒
頭
に
引
用
し
た
著
者
の
述
懐
に
対
し
、
ど
う
コ
メ
ン
ト
す
る
か
は
、
本

書
の
読
者

（研
究
者
）
の
世
代
と
研
究
姿
勢
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

序
　
二早
　
独
歩
の
幼
名

「亀
吉
」
は
藩
主
の
幼
名

芦
谷
信
和
著

『国
木
田
独
歩
の
文
学
圏
』

北

野

昭

彦

―
―
―
実
子
説
を
裏
づ
け
る

一
つ
の
事
実
―
―
―

第

一
章
　
国
木
田
独
歩
の
見
た
朝
鮮

・
中
国

―
―
―

『愛
弟
通
信
』
―
―
―

第
二
章
　
独
歩
と
花
袋

（比
較
対
照
的
作
家
論
）

第
三
章
　
藤
村
の
モ
デ
ル
問
題
を
め
ぐ
る
諸
家
の
評
論
と
独
歩
の
文
学
観

第
四
章
　
独
歩
圏
内
の

『或
女
』
―
―
―
信
子
像
の
創
成
―
―
―

第
五
章
　
独
歩
の
自
然
主
義

第
六
章
　
「牛
肉
と
馬
鈴
薯
」

第
七
章
　
「富
岡
先
生
」
の
主
題
と
構
想

第
八
章
　
「少
年
の
悲
哀
」

第
九
章
　
「春
の
鳥
」

第
十
章
　
「窮
死
」
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

第
十

一
章
　
そ
の
詩
集
入
手
前
後
の
独
歩
の
ワ
ー
ゾ
ワ
ー
ス
観

第
十
二
章
　
ワ
ー
ゾ
ワ
ー
ス
を
め
ぐ
る
独
歩
の
湖
処
子
批
判

評
　
釈
　
　
独
歩
の
漢
詩

四
九

芦
谷
信
和
著

『国
木
田
独
歩
の
文
学
圏
』



本
書
が

『国
木
田
独
歩
の
文
学
圏
」
と
命
名
さ
れ
た
所
以
は

「
ま
え
が

き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
要
約
す
る
。
０

「基
本
的
な
時
空
を
基
準
と

す
る
領
域
」
と
し
て
独
歩
出
生
の
問
題
が
あ
り
、
②

「空
間
的
な
文
学
圏
」

が
、
朝
鮮

。
中
国

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

ヘ
と
拡
が
る
。
０
独
歩
の
文
学
圏
の

「ジ
ャ
ン
ル
」
は
、
報
道
、
小
説
、
評
論
な
ど
に
及
ぶ
。
０
独
歩
の
文
学
圏

を

「
文
学
史
的
推
移
の
観
点
か
ら
」
見
れ
ば
、
「
浪
漫
主
義
か
ら
自
然
主

義
」
へ
展
開
す
る
。
０
独
歩
の
文
学
圏
を

「素
材
の
点
か
ら
」
見
て
も
多
彩

で
、
特
に
少
年
の
世
界
、
下
層
労
働
者
の
世
界
を
素
材
に
し
た
作
品
が
注
目

に
値
す
る
。
０

「
思
想
的
関
心
も
古
今
東
西
に
」
わ
た
り
、
「
驚
異
」
と

「
信
仰
」
の
問
題
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。
０

「
独
歩
の
人
脈
上
の
文
学

圏
」
の
中
に
、
田
山
花
袋
、
島
崎
藤
村
、
有
島
武
郎
、
宮
崎
湖
処
子
、
「牛

肉
と
馬
鈴
薯
」
に
投
影
さ
れ
た
各
界
の
人
物
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
国
木
田

独
歩
の
文
学
圏
』
は
こ
の
よ
う
に
多
様
な
概
念
を
本
と
し
て
名
づ
け
た
標

題
」
で
あ
る
。

以
上
の
説
明
で
は
、
「
ジ
ャ
ン
ル
」
上
の

「独
歩
の
文
学
圏
」
で
独
歩
の

「詩
」
が
論
じ
ら
れ
ず
、
「独
歩
の
人
脈
上
の
文
学
圏
」
で
柳
田
国
男
や
徳
富

産
花
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
な
ど
の
多
少
の
不
満
が
あ
る
。
と
は
い
え
、

こ
う
し
た
多
様
性
が

「文
学
圏
」
と
い
う
概
念
で
統
括
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
書
は
論
文
集
以
上
の
研
究
書
に
な
り
得
て
い
る
。

序
章
の

「独
歩
出
生
の
問
題
」
は
、
今
や
実
子
説
に
決
着
し
た
観
が
あ
る

（拙
稿

「国
木
田
独
歩
」
学
燈
社

『回
文
學
』
９
月
臨
時
増
刊
号

『作
家
の

謎
事
典
』

一
九
八
六

・
一
）
。
が
、
独
歩
の
幼
名

「亀
吉
」
が
、
国
木
田
家

五
〇

が
仕
え
た
竜
野
脇
坂
家
の
第
十
代
藩
主
の
幼
名
と
同
じ
だ
と
い
う
指
摘
は
、

新
資
料
に
基
づ
く
著
者
の
新
見
で
あ
る
。
専
八
が

「崇
敬
す
べ
き
藩
主
の
名

前
を
わ
が
子
に
つ
け
た
こ
と
」
は
、
「父
親
と
し
て
の
亀
吉

へ
の
期
待
と
愛

情
の
大
き
さ
」
の
現
れ
だ
と
い
う
著
者
の
言
葉
は
、
実
子
説
を
さ
ら
に
動
か

し
が
た
い
も
の
と
す
る
駄
目
押
し
の
決
定
打
で
あ
る
。

第
十

一
、
十
二
章
は
独
歩
の
主
体
形
成
期
の
問
題
を
追
究
し
た
も
の
で
、

冒
頭
を
飾
る
に
相
応
し
い
力
編
な
の
に
、
な
ぜ
最
後
に
回
さ
れ
た
の
か
。

誤
植
が

一
七
九
頁
の
冒
頭
に
あ
る
。
「明
治
三
十
五
年
後
半
」
は
誤
植
、

「明
治
二
十
五
年
後
半
」
が
正
し
い
。
こ
れ
は
、
独
歩
が
最
初
に
入
手
し
た

『
ワ
ー
ゾ
ワ
ス
詩
集
』
が
ジ
ョ
ン

・
モ
ー
レ
ー
編
だ
と
い
う
通
説
を
覆
し
、

マ
シ
ュ
ー

・
ア
ー
ノ
ル
ド
編

『
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
詩
集
』
だ
と
い
う
著
者
の
新
説

を
実
証
す
る
た
め
の
重
要
な
数
字
な
の
で
、
留
意
さ
れ
た
い
。

第
十
二
章
の
見
ど
こ
ろ
は
、
「
ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
を
め
ぐ
る
独
歩
の
湖
処
子

批
判
」
を
、
逍
逢

・
鴎
外
の

「没
理
想
論
争
」
も
視
野
に
入
れ
て
当
時
の
文

学
的
状
況
の
中
で
捉
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
中
で
も
、
「
没
理
想
」
の
提
唱

と
い
う
点
で
は
、
湖
処
子
の
方
が
早
い
と
い
う
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

あ
る
い
は
逍
逢
の
没
理
想
理
論
は
こ
の
湖
処
子
の
論
に
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（中
略
）
ま
た
湖
処
子
の
論
は

『小
説
神

髄
』
の
写
実
論
に
啓
発
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
読
み
は
著
者
の
卓
見
で
あ

２つ
。こ

こ
で

「
ワ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
を
無
限
無
窮
の
天
地
の
う
ち
に
生
き
る
人
々
を

捉
え
た

『天
地
生
存
』
『個
人
感
」
を
示
し
た
詩
人
」
と
す
る
独
歩
の
ワ
ー

ヅ
ワ
ス
観
と
、
独
歩
の

「信
仰

（信
念

・
確
信
）
に
基
礎
を
置
く
、
浪
漫
的



な
宗
教
的
、
形
而
上
学
的
な
文
学
観
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

そ
の
次
に
第

一
章
を
読
む
と
よ
い
。
従
軍
中
、
独
歩
が
朝
鮮
や
清
国
の
民

に
感
じ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
共
感
を
、
コ

切
無
差
別
平
等
、
自

他

一
如
の
同
胞
意
識
」
と
見
る
著
者
の
見
解
は
卓
見
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
と

「独
歩
の
国
際
性
」
と
は
次
元
が
違
う
。
「自
他

一
如
の
同
胞
意
識
」

と
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
介
在
し
な
い
、

所
謂

「個
人
感
」
の

「浪
漫
的
な
宗
教
的
」
な
人
類
普
遍
の
意
識
で
あ
り
、

そ
こ
に
独
歩
と
白
樺
派
と
の
近
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
章
、
三
章
、
五
章
は
、
こ
の
よ
う
な
独
歩
と
、
所
謂

「
日
本
的
自
然

主
義
」
作
家
と
の
相
対
化
で
あ
り
、
第
四
章
は
、
自
樺
派
作
家
で
あ
り
な
が

ら
白
樺
派
離
れ
も
し
て
い
る
有
島
武
郎
と
の
相
対
化
の
試
み
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
図
式
化
し
過
ぎ
て
平
板
な
第
二
章
よ
り
、
第
二
章
の
方
が
、

独
歩
、
藤
村
、
花
袋
を
み
ご
と
に
相
対
化
し
得
て
お
り
、
し
か
も
、
モ
デ
ル

事
件
の
起
き
る
日
本
の
精
神
風
土
が
形
成
さ
れ
た
淵
源
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
章
の
次
に
第
四
章
を
読
む
と
、
花
袋
、

藤
村
、
独
歩
、
有
島
の
、
よ
り
鮮
明
な
相
対
化
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま

た
第
四
章
は

『或
女
』
を

「独
歩
圏
内
」
か
ら
限
定
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ

る
が
、
か
え

っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な

『或
女
』
論
に
な
り
得
て
い
る
。

作
品
論
で
は
第
六
章

「牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
論
に
、
「驚
異
」
思
想
を
主
題

と
す
る
こ
の
思
想
小
説
の
技
法
に
関
す
る
優
れ
た
指
摘
が
あ
る
が
、
日
清
戦

争
後
の
歴
代
の
短
命
内
閣
を
延
々
と
列
挙
し
て
い
る
の
は
頂
け
な
い
。
第
九

章

「春
の
鳥
」
論
で
は
、
事
実
と
虚
構
化
の
説
明
に
比
重
を
か
け
す
ぎ
て
い

る
。
六
蔵
に
死
な
れ
た
母
親
が
、
生
前
の
六
蔵
を
真
似
て
鳥
の
羽
博
く
所
作

芦
谷
信
和
著

『国
木
田
独
歩
の
文
学
圏
』

を
す
る
場
面
な
ど
は
、
む
し
ろ
、
六
蔵
が
死
ん
で
春
の
鳥
に
な
り
、
自
然
に

回
帰
す
る
結
末
の
伏
線
と
し
て
引
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

作
品
論
で
優
れ
て
い
る
の
は
第
七
章
、
八
章
、
十
章
で
あ
る
。

第
七
章
で
著
者
は

「富
岡
先
生
」
の
主
題
と
構
想
を
考
察
し
、
こ
れ
を
富

岡
先
生
の
娘
梅
子
へ
の
求
婚
諄
的
な
展
開
を
通
し
て
、
功
利
的
な
立
身
出
世

主
義
を
否
定
し
、
「愛
と
誠
と
労
働
」
に
基
づ
く
生
き
方
を
賞
揚
し
た
小
説

と
解
し
、
「人
物
形
象
が
み
ご
と
に
造
型
さ
れ
た
作
品
」
と
評
価
す
る
。

第
八
章
で
は

「
少
年
の
悲
哀
」
の
構
成
、
人
物
形
象
、
情
景
描
写
、
題

名
、
思
想
、
主
題
を
考
察
し
て
、
こ
れ
を
運
命
観
を
主
題
と
す
る
小
説
と
解

し
、
人
の
心
の
優
し
さ
、
「
そ
の
雰
囲
気
、
環
境
描
写
と
人
生
を
抒
情
的
、

浪
漫
的
な
筆
致
に
よ
っ
て
み
ご
と
に
融
合
し
て
い
る
」
作
品
と
評
価
す
る
。

第
十
章
で
著
者
は
、
「窮
死
」
の
文
公
を
死
な
せ
た
の
は
社
会
組
織
の
不

完
全
さ
と
無
情
な
自
然
の
境
遇
で
あ
り
、
こ
れ
は
社
会
悲
劇
で
あ
り
、
境
遇

悲
劇
で
も
あ
り
、
ま
た
人
間
存
在
、
人
生
の
不
思
議
と

「運
命
」
へ
の

「驚

異
」
を
描
い
た
作
品
で
も
あ
る
、
と
重
層
的
な
読
み
を
す
る
。
そ
し
て

「浪

漫
性
と
現
実
性
の
二
つ
の
要
素
を
小
篇
の
中
に
緊
密
に
、
有
機
的
に
結
合
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
稀
有
な
優
れ
た
作
品
」
と
評
価
す
る
。
こ
の
著
者
の

読
み
と
評
価
は
正
鵠
を
射
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
礫
死
者
の
現
実
は
、
独
歩

の
時
代
よ
り
は
社
会
保
障
の
進
ん
だ
現
代
で
も
、
ま
だ
過
去
の
問
題
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
著
者
の
よ
う
な

「窮
死
」
の
物
語
世
界
の
重
層
的
意
味
の

発
見
は
、
こ
の
作
品
の
価
値
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
中
で
第
七
章
、
八
章
、
十
章
が
特
に
優
れ
て
い
る
所
以
は
、
著
者

五

一



の
読
み
の
深
さ
、
読
者
反
応
批
評
に
も

一
脈
通
じ
る
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
読

み
の
深
さ
と
、
意
味
の
生
産
で
あ
る
。
独
歩
の
よ
う
に

「十
三
分
の
感
興
を

蔵
し
て
其
五
六
分
を
描
」
く
短
編
作
家
の
作
品
は
、
こ
の
よ
う
な
読
み
に
よ

っ
て
そ
の
価
値
を
再
発
見
さ
れ
、
読
み
継
が
れ
る
に
相
違
な
い
。

（双
文
社
出
版
、
二
〇
〇
八
年
十

一
月
十
五
日
、
二
三
七
頁
、
本
体
価
格
四

五
〇
〇
円
）

（き
た
の

。
あ
き
ひ
こ
　
西
安
交
通
大
学
客
員
教
授
）

五

二


